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院長理事長坂本憲史 院長代行 岡嶋啓一郎

令和4年１月～診療内容が一部変更になります。

新年のご挨拶

事務長 石神久大

あけましておめでとうございます

昨年もコロナに明け暮れた１年でしたが、私が当院に赴任

してもうすぐ３年が経とうとしています。

専門は脊椎ですが当院では坂本先生が多数の膝の手術を

されているため、頚椎や腰椎の患者さんで手術が必要な時は

私が長年勤めていた熊本中央病院に紹介しています。

熊本中央病院は県内随一の年間５５０例以上の脊椎手術を

行っており、後輩の脊椎専門医が３人在籍していて安心です。

昨年も３０人以上の患者さんの手術をしていただき２週間後には、

当院に転院してリハビリを行い皆さん元気にお家に帰られました。

首、腰が痛い、手足がしびれたり力が入りにくい、脚が痛くて長く

歩けないなどの症状がある方はお気軽にご相談下さい。

明けましておめでとうございます。

早いもので令和も4年目に入りました.長寿社会になり２０２０年の

日本人の平均寿命が女性８７．７４歳で世界第1位、男性８１．６４才

で世界第２位となり年々伸び続けています。しかし介護に依存しな

い健康長寿となると一気に１０年近く短くなるようで、そこが今後の

大きな課題です。私たち整形外科医はそのギャップを埋めるべく

骨関節、筋疾患等に悩む方々を救うため日夜努力を続けております。

さらに２年にもおよぶ新型コロナもまだまだ収束には至っておらず

早急の特効薬の開発普及が望まれるところです。

そうした中でも昨年は当院での人工関節手術数が股関節も含めて

１５４例に達し一昨年を上回りました。比較的若い年齢層に適応され

る最新術式の骨切り術も昨年は２０例を超え、今年も患者さんに満足

して頂けるようさらに腕に磨きをかけて頑張っていきたいと思って

おります。今年もよろしくお願い申しあげます。

新年あけましておめでとうございます。

2021年は、当院の診療体制のみならず、組織体制の強化への

第一歩を「踏み込むことが出来た」一年だったと思います。

2022年は、「これまでに取り組んだ組織体制の充実・強化」に対

峙する壁（問題事項）を乗り越え、次のステージに前進する年と

位置づけました。

さて、2022年は壬虎（みずえのとら）、この意味を調べてみると

「厳しい冬を越して木々が芽吹き始め、新しい成長の礎（いしずえ）」

と記されています。

当院に当てはめてみると、内部にエネルギーを貯え、創設以来の

風土や慣習を見直し（脱皮しつつ）、更なる飛躍に向けて次のステージ

を目指す行動を起こすこと。職員は各自の役割を一人二役、それ以上

に立ち位置を明確に意識付けすること。

平成24年に医療法人として誕生して記念すべき10周年を迎えます。

外部に向けた活動から学ばせていただき（お陰様での裏返しは・・・）

当法人が内部充実に力を注ぎ成長しますと宣言することです。

今後とも変わらぬ皆様とのお付き合いをさせていただく為にも・・・。

本年が皆様にとってますます幸せな一年となります様に祈念申し

上げます。


